
第１回神⼾市⽴⼯業⾼等専⾨学校の
今後のあり方検討委員会の概要
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資料



神⼾⾼専の現状・課題について
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（３）実験・研究設備の老朽化対策等

（１）高度な技術者やグローバル人材の育成
（２）地域産業界（地元企業）等とのさらなる連携

（５）教職員の資質向上と外部人材の登用等
（４）外部からのさらなる研究資金の確保

神⼾市教育委員会
が認識する課題

（委員意見）
〇産業界・企業からの要請 データサイエンス教育、IoT化への対応、エンジニア・

イノベーティブ人材の育成、課題解決力の育成など

〇教員の採用・労務面 定数管理により柔軟な教員の増員が困難、一般的な大学・
高校と比較して教員が多忙（教員の時間・余力）

〇設備・教育環境面 専門技術教育の前提となる設備・器材の老朽化

・・

・・・

・・・



神⼾⾼専の理想の将来像について（委員意見）
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〇教育・カリキュラムの内容等
●技術進化が激しい分野では、最新の情報、新技術の活用方法などについて、今後は教員から
生徒への一方通行の教育でなく、双方向の教育も必要になる。

〇運営組織・教職員の確保・柔軟な働き方

●製造業の高度化、イノベーティブ人材が求められる時代では、工学的な専門知識・実習に
加え、多様性を経験させる仕組みが必要になる。

●グローバル人材育成の観点では、フィールドワーク等の多様な経験が必要であり、また、
日本文化に限らない一般教養も大事な視点。グローバルイングリッシュの修得は、最先端
知識の収集や多様な意思伝達を通じた学生の行動変容を可能にする。

●めざす姿の実現には、現場で取り組む教員のモチベーションをあげられる仕組みが必要。
運営を活性化するためには、単一組織の適否など組織論の問題も考慮すべき。



神⼾⾼専の理想の将来像について（委員意見）
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〇高専の役割、位置づけ

〇その他

〇企業との連携
●要素技術・専門技術を身につけることは非常に重要だが、今後はこれに加えて学生のクリ
エイティビティを伸ばす課題解決型教育が企業から求められる。企業と連携して現実の課
題を提供してもらうなど、共同教育が必要になる。熱心に活動するスタートアップとの連
携も可能性を広げられる。

●神⼾高専は市が保有する市⺠の資産。市が持っている資源を高専とつなげる視点も取り入
れて、市⺠が誇りに思える存在になれれば、それが大きな地域貢献であり、神⼾のステー
タスを上げる魅力資源となる。

●市として高専をどのように活用するか。地元産業界とのコラボの他、研究成果や人材の育
成が、市が発展を促す産業や力を入れるスタートアップ施策へ貢献することが理想的だ。

●市内の専門分野が異なる大学・高等教育機関との連携により、地域社会への貢献につなげ
る制度もあり得る。


